
【はじめに】ロイシンリッチα2グリコプロテイン
(LRG)は、炎症性腸疾患(IBD)の病態を反映することが報告
されている。今回我々は、汎用自動分析装置用 LRG測定試
薬、ナノピア LRGの基礎的な性能評価を行ったので報告す
る。【方法】測定機器：LABOSPECT008α(日立ハイテ
ク)、試薬：「ナノピア LRG」(積水メディカル)、対象：当
院で LRGの依頼があった 100名とした。【結果】1）併行
精度：2濃度の専用コントロール(n=15)を測定した結果、
CVは 0.5～0.6％であった。2）室内再現精度：2濃度の専
用コントロールを 15日間測定した結果、CVは 0.6～0.9％
であった。3）希釈直線性：約 120μg/mLの試料を 10段階
希釈し、各濃度 3重測定した結果、100μg/mLまで直線性を
認めた。4）プロゾーン：約 200μg/mLの高値試料を倍々希
釈し、各濃度 3重測定した結果、直線性上限を下回ること
はなかった。5）検出限界、定量限界：約 10μg/mL付近の
検体を 10段階希釈し、各濃度 10回測定した結果、検出限
界、定量限界（CV10％）ともに 2μg/mLであった。6）共存
物質の検証：干渉チェック・ Aプラス、及び RFプラス(シ

スメックス)を用いて評価した結果、Bil、Hb、乳び、RFの
いずれも影響は認められなかった。7）相関：外注検査
(LSI)(同一試薬)との相関は y=1.000x-0.403、r＝0.997、
p<0.01で有意な相関を認めた。一般的な生化学、血液学検
査の結果より、ALB、CRPは r=0.6以上、p<0.01の有意な
相関を認めた。便中カルプロテクチン(n=50)は r=0.195で相
関は認められなかった。8）添加回収試験：対照と比較し
M蛋白検体 13名は 100±20％以内の値を、RF陽性検体
(500IU/ml以上)は 12名中 3例が 20％以上の高値を示した。
【考察】ナノピア LRGで測定した成績は、従来から使用さ
れている IBDの評価項目である Alb、CRPと有意な相関を
認めたため、IBDの活動性を評価することが可能であると
考えられた。なお、今回の検討では便中カルプロテクチン

との関連性は認められず、RF陽性検体は LRGに正誤差を
与える可能性が示唆された。【結語】ナノピア LRGは汎用
自動分析装置で測定可能であり、基礎的な性能評価も良好

で日常検査に十分な性能を満たしていることが確認できた。
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